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本
年
、
去
る
一
月
十
三
日
、
野
田
改
造
内
閣
が
発
足
し
た
。
政
府
民
主
党
と
し
て
、
こ
れ
以
上
、
出
来
も
し
な
い
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
国
民
の
た
め
に
取
り
組
む
姿
勢
と
そ
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

野
田
政
権
が
発
足
し
て
わ
ず
か
四
ヶ
月
余
で
、
内
閣
改
造
に
踏
み
切
っ
た
理
由
は
何
故
な
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如

何
。

二

一
に
関
連
し
、
参
議
院
で
問
責
決
議
を
受
け
た
二
閣
僚
を
更
迭
さ
せ
る
こ
と
が
、
最
大
の
目
的
だ
っ
た
の
か
、
野
田
内
閣

の
見
解
如
何
。

三

野
田
内
閣
が
発
足
し
た
時
、
野
田
総
理
は
各
閣
僚
の
任
命
に
つ
い
て
「
適
材
適
所
」
と
説
明
し
て
い
た
が
、
そ
の
内
閣
を

わ
ず
か
四
ヶ
月
余
で
改
造
し
た
理
由
は
奈
辺
に
あ
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

今
回
発
足
し
た
野
田
改
造
内
閣
に
つ
い
て
、
野
田
総
理
は
「
最
善
か
つ
最
強
の
布
陣
」
と
自
讃
し
て
い
る
が
、
「
最
善
か

つ
最
強
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
か
。
ま
た
、
「
適
材
適
所
」
と
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

民
主
党
政
権
に
な
っ
て
以
降
、
与
党
民
主
党
内
で
意
見
が
ば
ら
ば
ら
に
割
れ
て
い
る
姿
が
極
め
て
目
立
つ
。
最
近
で
は
、
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野
田
政
権
発
足
後
、
野
田
総
理
が
意
欲
を
示
し
て
い
る
消
費
税
増
税
に
つ
い
て
、
民
主
党
内
で
百
数
十
人
規
模
に
の
ぼ
る
反

対
の
意
を
唱
え
る
議
員
が
い
る
。
よ
っ
て
、
与
野
党
が
国
会
の
場
で
建
設
的
な
議
論
を
す
る
た
め
に
も
、
そ
の
前
提
と
し

て
、
各
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
民
主
党
内
で
意
見
の
一
致
を
み
る
よ
う
各
閣
僚
が
努
力
し
、
そ
の
上
で
政
府
与
党
と
し
て
閣

議
決
定
を
し
た
後
、
国
会
の
場
に
お
い
て
堂
々
と
議
論
を
す
る
と
い
う
民
主
主
義
の
常
道
を
大
事
に
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。
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